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豊中地区における新 しいヘリウム液化機

低温セ ンター長 伊 達 宗 行

御 承知の ように昭和48年 度予算 で豊 中地区にCT工 一MQdel1,400型 のヘ リウム液化機が設置 さ

れました。 この機械 は現在世界最 高水準の もので,液 化機 本体,コ ンプレッサー,内 部精製器,外 部 」

一一丁装置,知 よび液化,精 製に必要なタンク等 から成 り,当 初予算は4000万 円 でした。本予算決定

後,た だちに事務局 と折衝を開始 し,別 途 予算 を得て建物の内部改修 を行い,そ れを待 って上記 の機械

を設置 し,最 近GT工 社 のオズボーン技 師の来学 を得てオペレーター トレーニングを終了しま した。4

,月20日頃 から学内 の研究者 に定常的な液体ヘ リウム供給 サー ビス も行 われる見通 しなの でこの文が印刷

されて皆様 の 目にとまる頃には既に阪大低温 センターの新 らしい戦 力としてルーチンサー ビスの日日が

くり返 されている事 でしよ う。 この機械の特徴は,こ れまでの旧ADLコ リンズ液化機 三菱製の液化

機が1時 間8リ ッ トルの液化能力を もっていたのに くらべ,コ ンプレッサー1台 に付10リ ッ トル,3台

運 転時 には30リ ッ トルの液化能力を もち,液 化能力が飛躍的 に強化 された事,ま た液体窒素 なしで も運

転で きるため緊急時 には液化量は大分少 くなる もののともか く液体窒素なしで もなん とかな るとい うメ

リッ トが ある事,機 械 の 自動化 が進 んで きているので操作が容易になっている事,エ ンジンの廻転数 が

小さ くなっているので騒音が少 い事 不純ヘ リウムガスの純化 が機械 の液化運転 中自動的に行われる事,

な ど多 くのす ぐれた性能 を もっています。 この機械の設置 にょ り豊中地区の極端な供給不足は解消す る

ことにな ります。

ところで この際ユーザー各位に新 らしい液化機 の導入 にょって変更 とな るい くつかの点 について認識

して澄 いていただ きたい事 があ りますので以下 これを列記 しますか ら低温 センター豊 中地区 のこれまで

の利用法,澄 よび変更点 を研 究室 の若 い方々に もよ く理解 させて知いて下 さい。

(1)新 液化機 を中心 とす る低温セ ンター豊中地区は新たに高圧ガス製造事業所 として関係機関の監督下

に入 ります。 これまでの老朽化 した機 械ではそれ 自身極 めて困難 なことだったので長年 見送 られて き

ましたが,今 般の新機械導入を機 に関連法規の定 める資格 を もった正式 の事業所 としての認可申請,

製造許 可申請 が出 されて齢 り,認 め られる見通 しです。大学が もはや昔 の大学 のよ うな治外法権的な

所 でな くなった ことは先年 の大学紛争を 見て も明かであり,地 域社会 との法的協調'なしにはす'まされ

ない時代になっています。低温センターが この ような正規 の事業所 となることは一 見ユーザーに直接

のかかわ り合 いがない ように見えるか もしれませんが 一度正規 の事業所になる と各 種の定期検査な

ど機械 を止 めて行 わねばな らない場合 も出て きます し,作 られた液体ヘ リウムの正 しい使い:方な どが

よ り強 く求 められるようになるでしよ う。 この点に も今後御配慮 いただ きた いものと思 いーます。
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② 液体水素 は豊 中地 区では当分の間製造 しません。新液化機の導入に ともない,旧ADL液 化機 は使用で

きな くな ります。新液化機は水素製造 用 としては使用出来ず,し たがって=豊中地区 では当分の間液体水素

の製造は出来ません。 なお,水 素液化機は昭和49年 度予算 としてその購入 が認め られています。 これが設

置 されるまで澄待ち下 さい。なお,旧ADL液 化 機 は 当分 の 間・元 の水素液化室 に非常用 として入れて

お きますが使用出来 るような状 態にはなっていーません。

⑤ 回収ガスの正確な取扱 いに注意 して下 さい。 豊中地区 も液体ヘ リウムの大量消費時代に入ろ うとしてい

ます。 この際非常に大切な事は回収 ガスの効率 よい回転 です。一 回の液化 で作 られる液体 が従来の数倍 に

な りますから万一 ガスを失 うよ うな事があった り不用意 な汚れが発生するとオペレー ターに大へんな負担

となるぱか りではな く,維 持費がふ えていないわけですか ら金銭的 にもけっ きょ くユーザーに大 きな負担

が もどる ことにな ります。当 センターではすでに澄知 らせしてあるように回収 ガス量は各研究室 に準備し

た ガス メーターを用 いて決 める ことにな ります。 また純度はセ ンター内に新 らしい測定器 を準備 し,常 時

モニターすることにはして澄 りますが,コ ー一ザー各位の御協力なしにスムーズな運営を行 うことが出来 な

い事は明かです。御協力を澄願 い致 します。

(4)液 体 ヘ リウムの汲 出し方が変 ります。 これまでは実験用 ジユ ワーからの,い わゆる小 口汲出 しが主でし

たが今後 から逆に各研究室 に標準25`前 後 のベ ツセルを用意 していただ き,こ れで汲出す ることを原則

とします。 これは48年 のユーザー会議 で御承認 をいただいています が供給サー ビスのスムーズさを確保す

るため,こ の点 もよろし く御願 いします。

(5)液 体 ヘ リウムの価格 はしばら くの間据置 きます。新 らしい液化機 による供給サー ビスがある程度 日、常化

す る'までセンターを緯持するための予算 の見通 しがたて られないのが現状 なので,当 分の間,液 体ヘ リウ

ムは旧価格 のまま供給 をつづけます。 そ して1～2個 月の実績 を見てデータを確立 し,ユ ーザー会議に原

案を提 出する予定 です。 関連する問題 として最近 の液体窒素値上 げの要求 があります。 これは別 問題 とし

て処理せざるを得 ない と思われます がこれにっいては決定 の時点で澄知 らせ し'ます。

新 液化機 が軌道に乗 るまで・ まだ色 々の新 らしい問題が出て くる ことと思われますが 現在予想 し得 るい

くつかの問題点は上記の5点 です。 このよ うな点に御 留意の上 新 液化機 の有効な利用 を心 がけて下 さるよ

うお願 い致しーます。

なお・,終 りにあた り,本 液化機 の導入にあたって とくに澄骨折 り仏ただいた多 くの方 々,永 宮元運営委員

長 をは じめ として低 温センター運営委員会委員,に 厚 く御礼 申し上げるとともに,予 算獲 得,機 械購入,.建

物整備等,多 くの事務的問題 の解決 に御努力 いただいた大学側の釜洞総長 床井事務局長,粕 谷理学部事務

長以下多数の方 々,お よび本省側の文部省大学学術局,と くに手塚 助成課長以下多 くの方々に厚 く御礼申し

上げます。
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